
令和５年４月１日現在

15 分団
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年額 26,000 円

年額 36,500 円

9,000 円

9,000 円

※１：「消防団の組織概要等の調査」による

※３：詳しくは、各市町村等のホームページ等を参照。

073-482-0088

消　防　団　の　組　織　概　要

都道府県名 和歌山県
所在地

〒642-0002

市町村名 海南市 和歌山県海南市日方1294番地13

消防団事務所管 海南市消防本部　総務課 電話番号（直通） 073-483-8710 FAX

消防団名 海南市消防団 メールアドレス syobosomu@city.kainan.lg.jp

組
織

分団数 ホームページURL

うち機能別分団数
SNSアカウント

方面隊数

部数 消防団活動事例・
PR等班数

団
員
数

条例定数 　海南市消防団は、平成17年4月に市町村合併し、旧海南市消防団と旧下津町消防

実員数 団が一つとなり新海南市消防団が発足しました。

男性団員数 　令和5年4月1日現在、条例定員733人に対し実員695名在籍し、充足率は94.8％と

女性団員数 比較的充実した人員となっています。

基本団員数 　令和４年度和歌山県消防操法大会には、ポンプ車の部と小型ポンプの部に参加し、

大規模災害団員数 ポンプ車の部は３位入賞したことから、次回は全国大会出場を狙っています。

その他の機能別団員数 　年間の活動としては、火災予防運動や防災フェスティバルに参加し、防火広報に務

その他

職
業
構
成
別
団
員
数

国家公務員 めるとともに、新入団員の加入促進も積極的に行っています。また、定期的に水防訓

地方公務員 練、文化財防火訓練、石油コンビナート防災訓練等に参加し消防団活動のレベルアッ

都道府県職員 プを図っています。

市区町村等職員 　消防団員研修としては、消防学校で実施される各種教育訓練に積極的に参加し、団

特殊法人等公務員に準ずる職員 員の資質の向上に努めています。

農協職員

日本郵政グループ

ポ
ン
プ

普通消防ポンプ自動車

水槽付消防ポンプ自動車

小
型
動
力

ポ
ン
プ

小型動力ポンプ付積載車

小型動力ポンプ（車両に積載していないもの）

手引き動力ポンプ

※２：「年額報酬」「出動報酬」の額は、令和５年４月１日現在の条例で定める額。
 　　　「出動報酬」については、日額で定めがある場合は最大額を記載。一方、日額で定めていない場合は８時間の出動に換算した額を記載。
　　　定めがない場合又は年額支給の場合には「ｰ」と記載。

年
額
報
酬

報酬額（階級：団員）

（参考）交付税単価（階級：団員）

出
動
報
酬

火災 令和４年度　水防訓練の様子

風水害等の災害


